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 第２部 午前Ⅱ（専門知識）試験の対策とポイント

 
 ここでは，午前Ⅱ試験の学習方法について説明します。第 1 部で述べたとおり，

各試験区分の専門に特化した，技術レベル 3 又は 4 の問題が出題されます（第 1
部 図表 4 試験区分別出題分野一覧表 参照）。 
 
１．弱点分野の把握 

 本試験の午前問題では，「過去問題」や「他の試験区分で出題された問題」をそ

のまま流用したり，あるいは若干の手直しをして使ったりすることがよくありま

す。したがって，プロジェクトマネージャの午前Ⅱ試験範囲に該当する過去問題

を解いてみることが，有効な試験対策となります。試験センターの Web サイトに

平成 16 年度以降の過去問題が掲載されていますし，試験対策本として過去問題

を収録した本が販売されていますので，それらを利用して過去問題を解いてみる

とよいでしょう。 
 このように過去問題を解いてみることによって，今の自分の実力がどれくらい

であるのかが分かります。過去問題を解いた結果をセルフアセスメントしてみて，

不正解が多い分野が「弱点分野」ということになります。ただし，試験本番では

ありませんから，あてずっぽうで当たった問題などは，正解にカウントしないよ

うにしましょう。「これが正解だと確信できるもので，他の選択肢の内容もほぼす

べて理解できている」というものを正解とし，カウントしてください。 
 

２．弱点分野の克服 

 まずは，過去問題を繰返し解いてみて，同一の問題が出題されたら確実に解答

できるようにしておくことが重要です。過去問題で出題された問題は，「解説」，

「選択肢の意味」なども含めて確実に頭の中に入れておきましょう。 
 過去問題の解き方がしっかりと頭に入ったら，関連する知識を習得したり，内

容を更に掘り下げて理解するために，その弱点分野に関するテキストや文献，雑

午前Ⅱ(専門知識)問題の学習方法 

Part 2 Chapter 1 

第１章 
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 第２部 午前Ⅱ（専門知識）試験の対策とポイント

１．システム化計画 

1－1 システム化の流れ 

情報システムは，それを作ること自体が目的ではなく，何らかの目的を実現す

るための道具という位置付けになります。企業の経営戦略には，情報システムに

よって実現することと，手作業によるプロセスで実施することがあります。経営

戦略を実現するために必要な情報システムは何か，また，どのような情報システ

ムをどのようなタイミングで導入するかといった，企業全体での情報システムに

関する中長期計画（情報戦略）を策定し，中長期計画に沿って，予算が割り当て

られ，情報システム構築プロジェクトが開始されます。 
 
 
 
 
 
 

■ システム化の流れ ■ 
 

情報システム開発作業を発注し，情報システムを利用する，いわゆるユーザ企

業にとっては情報システム構築プロジェクトが終了し，カットオーバを迎えたこ

とは終わりではなく，始まりです。 
情報システムのサービスが開始され，構築された情報システムが本当に価値の

あるものであるのかが，評価されることになります。 
 

1－2 投資対効果分析手法 

情報戦略を実現に移す上では，実施することが望ましいプロジェクトを選定す

システム企画 

Part２ Chapter 2 
 第２章 

経営戦略 情報戦略 資源調達
システム構築

／導入 

システム利用 

／運用 

情報システムに
対するニーズが
決まる。 

ベンダを選定し，
契約する。 

情報システムの 
有効性を評価する。
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第３章 ソフトウェア開発プロセス・手法 

2. 

 午前
Ⅱ 

試
験 

 第１章 

 第 2 章 

 第 3 章 

 第 4 章 

 第 5 章 

 第 6 章 

 第 7 章 

問３ 開発ライフサイクルモデルとして，ウォータフォールモデル，進化的モデ

ル，スパイラルモデルの三つを考える。ソフトウェア保守は，どのモデルを

採用したときに必要か。 
(H18 秋- AN/PM/AE 問 28) 

ア ウォータフォールモデルだけ 
イ ウォータフォールモデルと進化的モデルだけ 
ウ ウォータフォールモデルとスパイラルモデルだけ 
エ ウォータフォールモデル，進化的モデル，スパイラルモデルのすべて 

 
解説 

ソフトウェア保守については，ISO/IEC 14764 として国際標準があり，日本

では JIS X 0161 として規格化されています。この規格の 1.2（適用分野）には，

次の記述があります。 
「この規格は，ライフサイクルモデル［例えば，段階的（incremental），ウ

ォータフォール（waterfall）又は進化的（evolutionary）］又は開発に使用さ

れたアプローチ［例えば，短期開発（Rapid Application），プロトタイプ

（prototype）又はモックアップ（mock-up）］にかかわらず，すべての保守作

業に使用することを意図している。」 
すなわち，ソフトウェア保守はウォータフォールモデル，進化的モデル，ス

パイラルモデルのいずれにおいても必要なものであり，（エ）が正解です。 
なお，スパイラルモデルは対象システムを独立性の高い幾つかの部分に分割

し，部分ごとの開発を繰り返す方法で，小規模な部分の開発の経験を別の部分

の開発に活かしていきます。機能と規模を徐々に増やしていく方式ですが，小

さいウォータフォールモデルを繰り返すことになります。 
ア，イ，ウ：いずれもすべてのモデルに対応することにならないので，不正

解です。 
 
解答 エ 
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 第３部 午後Ⅰ試験の対策とポイント 

 

1．「午後Ⅰ記述式問題」で要求される解答水準 

 プロジェクトマネージャの午後 I 記述式問題は，4 問出題されます。そのうち 2
問を選択し，90 分で解答しなければなりません。平均すると 1 問 45 分です。問

題文の読解も大変なので，基本的な知識や経験を通じて，問題文を読みながら解

答を探していくことが求められます。 
 近年は試験問題及び解答のポイント・解答例が試験センターから公表されてい

ます。このことに伴い，試験問題としては誰が見ても納得できる解答になるよう

な問題が出題されるようになっています。そのため，突飛な発想の問題は出てき

づらいと考えられます。したがって，試験センターが想定しているレベルの実務

経験を積んでいる受験者であれば，問題文から容易に解答を導き出せる問題が出

てくると考えてよいと思われます。 
 
2．正解発見のテクニック 

 実際のプロジェクトの現場では，プロジェクトマネージャがどのような判断を

下すべきかということについての正解はありません。正解は自分たちで作り上げ

るものであり，様々な正解があり得ます。しかし，試験において「何でも正解」

にしてしまっては，試験が成り立ちません。したがって，試験を行う側では問題

を作る上で，多くの場合，意図的にある判断や考え方を正解とするためのヒント

を問題文や設問に埋め込みます。このヒントを確実に探すことが正解を発見する

ための早道です。 
 このヒントから正解を見つけるにあたっては，問題文を丁寧に読んで論理的に

正解を導くことができる場合と，プロジェクトマネジメントや情報システム開発

の一般的な知識を適用して解答を導く場合とがあります。 
 論理的にどのような展開で設問から解答につながっているかを判断できるよう

に，関連する部分にアンダーラインを引いて，問題文の論理的なつながりを把握

午後Ⅰ記述式問題の 
解法テクニック

Part 3 Chapter 1 

第１章 
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第２章 例題による解答のテクニック解説 

３. 

 午
後
Ⅰ

試
験

 第１章 

 第 2 章 

 
  ここでは，午後Ⅰ記述式問題の例題をもとに，解答のシミュレーションをしま

す。 
 
 
 
 

 
財務情報システムの再構築に関する次の記述を読んで，設問 1～3 に答えよ。 
 
金融機関の A 社は，ハードウェアの保守期限が来年の 12 月末に迫っている財

務情報システム（以下，現行システムという）を，再構築することにした。現行

システムの保守を担当していたシステム部の B 課長が，この再構築のプロジェク

トマネージャに任命され，10 月からプロジェクト計画の策定を始めた。 
 

〔システムの概要と再構築方針の検討〕 
現行システムは，二つのサブシステムで構成されている。一つは，メインフレ

ームで稼働している業務システムのデータを取り込んで，財務情報のデータベー

ス（DB）をバッチ処理で作成する“DB 作成サブシステム”で，もう一つは，

DB 作成サブシステムで作成された DB への検索機能を提供する“DB 検索サブシ

ステム”である。再構築は，来年の 12 月末までに確実に終えなければならない

ので，B 課長は，新たな機能を組み込まず，DB も変更せずに，表に示す方針で

再構築を行うことにした。 
 

例題による解答のテクニック解説 

Part 3 Chapter ２ 

第２章 

-1
(H19 秋-PM 午後Ⅰ 問 3) 



 

 233 

第２章 例題による解答のテクニック解説 

３. 

 午
後
Ⅰ

試
験

 第１章 

 第 2 章 

 本問では，システム再構築時のプロジェクト計画の策定を題材として，PM
のプロジェクトの円滑な推進に向けた知識や実践能力を評価する。 

 
〔解答のテクニック〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  B 課長が幾つかのプログラムをベンダに提示することにしたのは，プロジェク

ト管理面でのどのようなリスクを回避するためか，が問われています。そこで，

まずは「幾つかのプログラムをベンダに提示して」，「プロジェクト管理面での」，

「リスクを回避する」というキーワードが記述されている該当箇所を見てみます。 
 ここには，「DB へのアクセスを行う幾つかのプログラムを～」と書かれている

ので，B 課長がベンダに提示したプログラムは「DB へのアクセスを行うプログ

ラム」であることが分かります。そこで，次に「DB へのアクセスを行うプログ

ラム」に関する記述を探します。すると，直前に「社内の類似プロジェクトでは

DB へのアクセス部分に問題が起きた事例がある」と書かれています。 
 このことから懸念されるリスクを考えます。過去に問題が起きた事例があると

いうことは，今回も同様の問題が発生することが懸念されると考えられますので，

DB へのアクセス部分に問題が起きたら，ということを考えればよいと判断でき

ます。したがって，解答は「予期しない修正が必要となり，工数が増大する」あ

まずは，
該 当 箇
所 を 見
る。 

（解答例）予期しない修正が必要となり，工数が増大する。 
（別  解）後工程で問題が発覚し，手戻りが生じる。 

このことから，懸念されるリスクを書けばよい。 

DB へのアクセス
を行うプログラ
ムに関する記述
を探す。 

ベンダに提示することに
したのは，DB へのアク
セスを行うプログラム 

(1) B 課長が幾つかのプログラムをベンダに提示することにしたのは，プ

ロジェクト管理面での，どのようなリスクを回避するためか。30 字以内

で述べよ。 

内部設計及びプログラムの製造・単体テストは行わない。また，ベンダからは，

今回の移植に伴うプログラム修正は不要であると聞いているが，社内の類似プロ

ジェクトでは DB へのアクセス部分に問題が起きた事例がある。そのため，DB
へのアクセスを行う幾つかのプログラムをベンダに提示して，再コンパイル後に

正常に動作するかどうかを確認するように依頼し，プロジェクト管理面でのリス

クを回避する。 

設問１ 〔開発工数の見積り〕について，(1)～(3)に答えよ。 
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第２章  論文の執筆例 

４. 

 午
後
Ⅱ

試
験

 第１章 

 第 2 章 

 第 3 章 

 第 4 章 

 
  ここでは，午後Ⅱの例題をもとに，解答のシミュレーションをします。 
 
 
 
 

プロジェクトの機密管理について 
 
プロジェクトマネージャには，情報システムを開発する際に利用したり，作成

したりする機密情報の外部への漏えい防止が求められる。機密情報が漏えいした

場合，経済的な損害はもとより，社会的な影響も予想されるので，機密管理のル

ールを定めて運用し，漏えいを防止する必要がある。 
具体的には，まず，機密として管理すべき情報を明確にし，機密度（漏えいの

影響レベルなど）を決定する。次に，機密度に応じて，アクセスコントロール，

作業管理，文書管理などの諸ルールを定め，教育などを通じてプロジェクト関係

者全員の機密管理意識を高め，ルールを周知徹底する。プロジェクト実行時は，

ルールに従って運用されているか，ルール逸脱や漏えいが発生していないかを定

期的に確認するなどの日常管理を徹底する。 
また，機密情報が漏えいした場合を想定し，損害を最小限に抑えたり，機密情

報の利用を困難にしたりするなど，漏えい時の影響を少なくする対策も重要であ

る。例えば，機密情報は可能な限り分割して管理する，機密情報を二重のパスワ

ードで保護するなどである。 
あなたの経験と考えに基づいて，設問ア～ウに従って論述せよ。 
 

 
 
 

論文の執筆例 

Part ４ Chapter ２ 

第２章 

-1
(H16 秋-PM 午後Ⅱ問 1) 
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第２章  論文の執筆例 

４. 

 午
後
Ⅱ

試
験

 第１章 

 第 2 章 

 第 3 章 

 第 4 章 

 
 

 
 
１．設問の趣旨を把握する 

問題を選択したら，まず始めに設問の趣旨を把握します。 
問題文を簡単に読み，どのような視点で答えたらよいかを把握しましょう。 
そのためには，当該問題の趣旨を簡潔に把握することが大切です。 
この問題の趣旨を次に示します。 

 
〔問題文の要旨〕 

 最初の段落：外部への情報漏えい防止のため，機密管理ルールが必要である。 
 2 段落目 ： 機密として管理すべき情報を明確にし，機密度を決定した上で，

諸ルールを定め，日常管理を徹底する。 
 3 段落目 ： 漏えい時の影響を少なくする対策も重要である。 
           
 
〔問題の趣旨〕 

情報システム開発プロジェクトで利用したり，作成したりする機密情報が

外部へ漏えいすることを防ぐための対策が，プロジェクトマネージャには求

められる。そのための機密管理に関する知見を問う問題である。 
 

設問文の中でも，論述すべきポイントに下線を引くなどしておいた方が，ポ

イントを明確に把握しやすいでしょう。 
 
 
 

プロジェクトの機密管理



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2003
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    48.18898
    48.18898
    66.61417
    66.61417
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




